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皆さん，こんにちは．ただ今，ご紹介にあずかりま

した日本大学商学部で教員をやっています，それから

2020年東京オリンピックの組織委員会内では，体操の

スポーツマネージャーとして勤務をしています遠藤と

申します．皆さんには，特に体育を含めた学会になり

ますので，とてもオリンピックは期待が高いものに

なっていると思います．一生に一度，来るか来ないか

という形のオリンピックが，この東京に実際にもうあ

と 2年半でやってくるということになりますが，今日

は，今組織委員会に入って 1年ちょっとになりますけ

れども，現時点で感じていることを皆さんにお伝えを

していきたいと思っています．

本題に入る前に，ちょっと私の自己紹介を含めてご

紹介したいと思います．私の父は遠藤幸雄と申しまし

て，1937年に秋田に生まれた体操選手です．オリン

ピックで獲得したメダルが1960年ローマの大会から

3つの大会に出場しまして金メダルを 5つ，銀メダル

を 2つ獲得した選手になります．ですので，私自身

は，生まれたときに既にオリンピックとは関わりを

持っているという立場でした．

1960年，父が金メダルを体操の団体で初めて獲得し

て，その翌年に私が生まれることになります．私は生

まれながらに，オリンピックにもう既に足を踏み入れ

ている形なんですけれども，東京オリンピックのとき

は3歳ですので，その記憶は，一体何をしたのか一切

ありません．甲州街道にアベベの走りを見に行ったと

親から聞きましたが覚えはありません．

それから体操の試合は，1960年にローマオリンピッ

クの団体で金メダルを獲得したということで，非常に

多くの期待がかけられたということになりますが，そ

の非常に大きな期待の中で，うちの母親は，とても体

操の会場で試合を見ることができないということで，

団体と個人総合のとき，会場には行かなかったと言っ

ていました．家でテレビを見ていたということでし

た．ただ種目別のときには，会場に足を運んだそうで

すが，自分はまったく覚えていません．その東京オリ

ンピックで父は，日本人初めての個人総合の金メダル

獲得ですとか，3つ金メダルを獲得したなど，国民的

に注目を浴びたヒーローという形になるかと思います

がその記憶は，まったくありません．

次がメキシコオリンピックです．メキシコオリン

ピックは父親の出場する最後のオリンピックというこ

とで，3回目のオリンピックに出場して，団体の金メ

ダル，それから跳馬で銀メダルを獲得したのですけれ

ども，そのときもまったく私は記憶にありません．テ

レビを見た記憶もなくて，父親が体操選手だというこ

とがうっすら分かるような状況でした．

その1968年は，サッカーがオリンピックで銅メダ

ルを獲得したという年になります．にわかにサッカー

のブームが起こりまして，少し離れてはいたのです
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メダルを取るという選手たちが一緒に練習をするとこ

ろで練習をさせてもらうという機会を得ました．ただ

モスクワはオリンピックをボイコットするという経験

で，非常にその落胆を見ることもありました．オリン

ピックというのを非常に大きく身近に感じたのが，こ

の1980年になるかと思います．

大学を卒業して大学院に進みまして，その年にロサ

ンゼルスオリンピック，これが初めての海外に出ると

いうことを経験しまして，具志堅選手，森末選手の金

メダルのシーンだとかを見ました．開会式も見ました

し，その他に陸上競技場での試合，あとバスケとか，

いくつかの競技の観戦をして帰るという経験をしまし

た．実際に自分が生で見たのは，記憶のない東京オリ

ンピック，そしてこのロサンゼルスオリンピックが 2

回目の観戦経験ということになります．

ソウルオリンピック，1988年ですが，最も私自身，

身近に感じたのが，今，体育学科にいらっしゃいます

水島先生を含めまして，佐藤寿治選手，日大の学生，

さらにその当時は清風高校の高校生でしたけれども，

その後に日大に入ってくる西川先生を含めまして，3

人の身近な選手がオリンピックに出場してメダルを獲

得するシーン，これを見ていて体操に携わってきて非

常によかったなということを，振り返って感じたこと

を記憶しています．

その1988年の後，また大きな転機がありまして，私

自身が体操のルールブックのイラストを担当するとい

う人づてで話がまいりました．これは特に僕は，絵心

があったわけではないのですけれども，大学院のとき

に研究した研究論文の中で，そのイラストを描いてい

まして，遠藤君，イラストが上手だから国内の規定演

技の絵を描いてくれないかというところがスタートに

なりまして絵を描き始めて，それが国際体操連盟の技

術委員の方に，日本にこういう人がいるから，その人

に絵を描いてもらおうということでルールブックのイ

ラストを描くことになりました．

ルールブックのイラストについては，このようなも

のです．ちょっと小さくて見えにくいかもしれないの

ですが，1つ 1つのこま送りでイラストを描くという

形の仕事を，1989年からやるようになりました．それ

によりまして，バルセロナオリンピックはルール改正

の検討会議があり，それぞれの担当の種目の技術委員

の方にスペインのバルセロナまで行って直接行って対

が，サッカースクールというのができました．今では

白井健三選手ですとか内村航平選手は，両親が体操選

手でジムを開いてそのジムで育っていたというような

環境がありますが，当時は体操の教室なども普及して

いませんでしたし，学校のクラブ活動で普及している

ような形でしたので，民間のクラブというものがあま

りなかったのですが，その当時，東京教育センターと

いうところができまして，サッカーのスクールが始ま

るということで，私自身は，自分から望んでというわ

けではなく，母親の勧めでサッカーを始めました．

サッカーを始めて，その後，ミュンヘンオリンピッ

クがやってきます．ミュンヘンオリンピックでは，男

子の体操が非常に大活躍をしまして，大きな成果を上

げることになります．どこもそれに追随するような国

がないようなぐらい，特に有名なのが月面宙返りとい

う画期的な技も出まして，圧倒的な強さで日本が勝っ

ているという状況でした．そのときに父はチームリー

ダーという形で表彰台には上がるのですけれども，実

際にメダルを掛けてもらっていないシーンを見て，

チームリーダーは損な役回りだなということを，思っ

たように記憶しています．

そして次のモントリオールのオリンピックのとき，

私の大きな転機が生まれました．ちょうど私は中学 3

年生になったときなのですけれども，そのサッカース

クールというのは，高校受験を控え，受験のために中

学2年生でサッカースクールというのは辞めなければ

いけないという状況でした．それによりまして，私自

身が，中学 3年のときにはもう何もやっていないとい

う状況で，父親は特に体操を勧めることはなかったの

ですが，日本代表の試合の入場チケットを2枚ほどい

ただきまして，写真撮影の好きな友達と一緒に会場に

足を運びました．そのときにたまたま，私と同じ年の

中学3年の女の子が日本代表になるという状況を見ま

して，非常に大きな印象を受けて，自分が中学3年か

ら体操を始めてどうかということを両親に相談して，

まあ，やりたいんだったらということで体操を始める

ことになります．

モスクワのオリンピックのときに，私自身が日大の

文理学部体育学科 1年生で入学をするという形になり

ます．入ったときには，みんなオリンピックを目指し

て，当時のコーチだった梶山先生とかを含めまして

トップのアスリートが日本の代表で，さらには世界の
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そして，2020年の東京オリンピック後，どういうふ

うになるのか分からないですが，生まれもってオリン

ピックと関わり続けてきたわけですので，何とかこの

スポーツマネージャーという仕事を全うしていきたい

なというのが，私自身の今の気持ちになっています．

実際に本題に入っていきたいと思うのですが，東京

オリンピックを見据えたときに，やはり今みんなが

知っているところから，どういった種目に注目が集

まってくるのかが関心の高いところなんですが，ロン

ドンオリンピックでのまずメダルを獲得した競技種目

を見ていきますと，このようになります．金メダルは

7個です．当然のことながら前回，前々回の大会で，

どのような競技成績を残したのか，それがどのように

2020の東京オリンピックにつながっていくのかという

ことを考えていきますと，国民の期待というのは，や

はりメダルを獲得するスポーツ種目になるというふう

に考えています．

リオのオリンピックのメダルを見ますと，金メダル

が7個から12個，もうこれは確実に東京オリンピック

で開催ということが決まりまして，非常に選手たちも

大きなモチベーションを上げて，さらに指導者たちも

それを上げて，その成果につながったんじゃないかな

と感じています．いずれにしても2大会連続で獲得し

ましたスポーツ種目は，確実にこの2020年，東京オリ

ンピックでも非常に大きな注目を集めることになるか

と思います．

その中の 1つに体操が入っていまして，私は国民の

皆さんが注目をするスポーツ種目のスポーツマネー

ジャーという立場に立たせていただいていることに対

しては，非常に感謝し，うれしい思いでいます．

具体的にもう運営の話に入っていくんですけれど

も，体操には体操競技と，それから新体操とトランポ

リンがあります．オリンピックではこの 3つの種目が

行われていますが，実際に体操の種別を考えますと，

この他にアクロ体操ですとかエアロビック，それから

一般体操といわれまして，競技性のない体操の種別を

行うことがあります．これらのスポーツ種目の中を感

じていただくために，それぞれがどのような年にオリ

ンピックの種目になっていったのかを見たものが，こ

れです．

男子の体操については，第 1回から行われ，第 9回

から女子の体操が行われるようになりました．見て分

応するという経験をさせていただきました．その仕事

の後，オリンピックの試合を見たので，それが 3回目

の生でオリンピックを見た経験になります．

アトランタ，シドニーでは，私自身は国際審判員の

資格を持ち，審判部という部署に所属し，日本代表審

判としては，2002年と2003年の世界選手権に出るこ

とになりました．ただ審判員とともに，2003年からは

広報の仕事をやるようになりました．皆さんも多分，

記憶があるとは思うのですが，アテネオリンピックで

は，逆転で団体優勝を日本男子チームが果たして，栄

光の架け橋という形で出たと思うんですが，そのアテ

ネオリンピックは現地には行っていないんですが，そ

のときに，どうして勝てたのだろう，どうして復活し

たのだと，2大会連続でメダルなしで終わっていた体

操日本が金メダルを獲得した理由を解説する多くのテ

レビ出演というのが待っていました．

北京を終えて，次のロンドンオリンピック．審判の

仕事は一切，アテネオリンピック後に辞めて広報の仕

事を徹底的にやりましょうということで，広報の立場

でロンドンオリンピックに参加することになりまし

た．オリンピックでは，ホテルの確保が非常に難しく

て，たとえロンドンであっても，なかなか泊まるとこ

ろが私自身も見つけられず，非常に宿泊費が高い状況

でしたが，たまたま国際体操連盟のほうから，大会ス

タッフで 1部屋貸し出しをしてくれる人がいるよとい

うようなメールが回ってきまして，それはちょうどい

いということでスタッフの 1部屋に泊まらしていただ

いて生活をしました．それで，よりオリンピックで暮

らしている人たちの町のこととか，オリンピックのス

タッフはどうなのか，それからオリンピックの大会と

いうのはどういうふうに行われるのかということを，

メディアの目線で経験することができました．

そして，記憶に新しいリオのオリンピックがありま

した．リオのオリンピックのときには，私自身はまだ

スポーツマネージャーになるということを夢にも思っ

ていませんでしたが，大会が終了した後に，人事に問

題が生じ，私の話が出てきました．理由はわかりませ

んが，私の描くイラストですとか，審判で築いた人脈

ですとか，そういったことを含めて，国際体操連盟か

らも推薦をしていただいて，2016年の10月からスポー

ツマネージャーという立場で仕事をするようになりま

した．
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ています．

先ほどの映像でもありましたとおり，絵に描いたよ

うに9.1という数字が出てくる．何となく，それはお

かしいんじゃないかなということで，当時いろいろ物

議を醸したということは聞いていますけれども，点数

が出てしまえば，それは体操のルールですので，それ

は生涯変わらないという状況になっています．

ただ，体操はそういう特徴を持っていますので，見

ていてすごいんですけれども，何となく自分ではまね

ができないという点，それからルールが複雑で，何で

あのような点数が出てくるのかが分かりづらい，勝敗

が分かりづらいという点，この 2つが体操競技にとっ

ては非常に大きなネックになっています．体操という

ものが，そういう宿命を背負いながらも第 1回大会か

ら今まで，それから2020の東京大会でも，正式種目と

して行われますが，体操というのは，ただ単純に残っ

てきたわけではなくて大きな変貌を遂げています．

まずは，先ほどの映像の1964年ごろは，男子であ

れば 6種目，女子であれば 4種目すべての種目の演技

をすることがルール化されていました．ただその後ど

うしても，体操の技術を磨いて高めていく国が限定さ

れていて，1種目だけ練習すれば十分に他の国にもメ

ダルの可能性があるという，いろいろな国から声が上

がりまして，スペシャリスト，1種目だけでも認めま

しょうという方向に動いていきました．

さらに規定演技というものが1996年を最後に廃止

されることになります．われわれ専門家からすれば，

同じ動作を比較して，どっちがうまいか下手かという

判定はとても分かりやすいんですけれども，みんなが

同じ演技を繰り返しやるので，どうしてもそれは退屈

だということで廃止になりました．

10点満点が廃止されることになりました．これは，

一番引き金になったのが，アテネオリンピックです．

0.1の誤審によって，金メダリストが銅メダリストに

なってしまうという事件が起きました．これに対して

非常にメディアが批判しました．0.1で大きく順位が

変わるという状況が生まれてしまったのはルールのせ

いだとされ，じゃあ10点満点を廃止しましょうとい

うことになりました．

さらに団体の人数を減らすことになります．東京オ

リンピック当初は 6人の選手が行い，団体総合は 6人

のうちの 5人の上位の点数を合計して団体総合という

かるとおり，新体操，個人が1984年，団体がアトラ

ンタから，そしてシドニーからトランポリンというこ

とで，3つの種別はあるんですけれども，最も古いの

が体操競技になります．特に伝統を重んじられてい

て，IOCからも評価をされて，ただこのように，いろ

いろな種別が，どんどん時とともに変わって増えてい

るということは，見て分かると思います．

いずれにしても，第 1回からなくならずに体操とい

うのは引き続き行われていまして，その体操の種別の

中で2020年東京オリンピックを考えるにあたって，

1964年の東京大会男子体操を映像で振り返ってみた

いと思います．映像をよろしくお願いします．

（映像視聴）

ありがとうございます．1964年ということで，非常

に前になりますけれども，今日お越しになっている木

村先生ですとか，早田先生も，若い頃の映像が出てい

ましたけれども，確実にあのお客さんがいっぱいいる

中で，みんなが注目をして，何となくほのぼのとした

アットホームな感じの大会が，僕自身は映像からは感

じることができるんですけれども．そこで2020年の

東京オリンピックはどうするべきなのかなということ

を，非常に深く感じさせていただいています．

父の獲得した個人総合の金メダルは，今，文理学部

の記念館のほうに寄贈させていただいて，見ていない

方はぜひ見ていただきたいと思うんですが，まったく

記憶にない私ではありますが，このように映像で振り

返って，どのような大会を2020でやるのかというこ

とを改めて深く感じることになります．

体操競技というのは，非常に特徴的なスポーツ種目

です．いろいろなスポーツ種目の中で分類をします

と，測定競技，判定競技，それから評定競技という 3

つの分野に分けることができます．陸上ですとか競泳

は，確実にタイムが出てきて誰が 1番なのかというこ

とが明確に機械で分かるようなスポーツ種目になりま

す．一方で野球ですとか，柔道ですとか，ストライ

ク，ボールの判定は人間が行ったり，アウト，セーフ

を判定したり，柔道の技がかかったのか，かかってい

ないのかということを判定するスポーツ種目に対しま

して，評定競技，例えば体操というのは，人が100パー

セント採点をして，その人がどのような点数になるの

かということを決めるものになります．ですので，非

常に審判員の主観的な要素が入るスポーツ種目になっ
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うに上げていくかということを課題に，会長に当選を

したということがありますので，私自身もオリンピッ

クと体操は切っても切り離せない状況ですので，何か

できないかということも当然，頭の中に置いて考えを

巡らせています．

そこで私自身のスポーツマネージャーの役割なので

すけれども，この体操というスポーツは体操，新体

操，トランポリン，3つの種別がありますけれども，

その種別を何とか2020年，東京オリンピックで成功

させるために，その準備，企画，それから実際に大会

が始まった運営，運営を終わった後に，次のスポーツ

マネージャーにどのようにバトンタッチをしていくの

か，まとめを行うという役割になります．

1年間，私自身がこのスポーツマネージャーとして

取り組んできて感じたことを，今からお伝えしていき

たいと思います．

まず 1つ目が，オリンピックとなりますと，とにか

く多くのスポーツがあるということ，多くの種目があ

るということを非常に実感しています．組織委員会の

組織図を示したものなのですけれども，森会長が組織

委員会の会長として，非常にコンパクトなメッセージ

をいろいろな人に配信してもらっていますけれども，

武藤事務総長他，このような形のスタッフで対応をし

ていまして，スポーツマネージャーというのは，この

スポーツ局というところに配属されている部署になり

ます．このスポーツ局の局長が，ハンマー投げの金メ

ダリストの室伏さんになりますけれども，この組織の

中で，すべての多くの種目を対応するということに

なっています．

じゃあ東京オリンピックで，どのスポーツ種目がや

られるのかといいますと，この33競技ということに

なります．今回，新たに加わったのが，スケートボー

ド，それから野球ソフトボール，空手，スポーツクラ

イミング，サーフィンという 5つの競技になります

が，私自身，組織委員会の一員でありながら，毎日す

ぐに33競技を途切れなしに言えるかというと，そん

なことはありません．さらに33競技のスポーツマ

ネージャーがいますけれども，誰がどのスポーツ種目

なのかということも，まだじっくりと分かっていない

という状況です．さらにパラの競技も22競技という

ことで，前回大会のリオよりも 2競技，バドミントン

とテコンドーですね，こちらがパラのスポーツとして

のを競い合いましたが，それが 6人から 5人に変えた

のが，2012年ロンドンオリンピックです．それから

今度の2020年の東京大会からは，5人から 4人に減ら

し，人数の縮小，団体の縮小というものがルール化さ

れました．なぜ，このように団体の人数が減るのかと

いいますと，多くの国に体操でオリンピックに出場す

るという機会の提供，そして新体操ですとかトランポ

リンという新しい種目を加えるにあたり，人数はこの

まま増やさないという IOCの意向がありまして，縮小

するということになりました．

このような大きな変更は，国際連盟の意向だけでな

く，IOCですとか，テレビ局からの要望によっても，

変貌する場合もあります．ただ，変わっていかなけれ

ば，オリンピック種目として生き残っていけないかも

しれませんので，IOCやそれぞれの国際連盟が，お互

いに駆け引きをしながら変えていくという状況が，

今，置かれている状況になります．

体操はといいますと，このように変貌を遂げまし

て，IOCのランキングでは，陸上，水泳，体操，この

3つの種別はAランクに位置付けられています．一方

でBランクに位置付けられているもの，サッカーです

とかバスケットボール，自転車，テニス，バレーボー

ル，こうした種目は，どちらかというと体操，陸上，

水泳よりも下のランクでオリンピックの競技の中では

ランク付けされています．

ところが一般の社会を見てみますと，これは通常の

スポーツのコンサルタントがランキングを付けた，現

在の国際体操連盟の渡辺守成会長が評価している情報

を集めたものなのですけれども，体操については現在

のところ24位．1位がサッカーです．特に愛好者の数

が35億，それから24位の体操が5,000万ということ

で，まずは競技人口が大幅に違うという点，加盟国

も違うという点，それから予算規模も，サッカーが

1,480億円に対して体操が18億円という形で大幅に

違っている．

このようにポピュラーであるかないかということを

一般に考えますと，体操というのは，オリンピックで

は評価が非常に高いのですけれども，全体的なスポー

ツ界，普通の一般の社会にとっては非常に低いという

ことになっています．体操の良さとかは，体操を経験

していて私自身もよく分かっているのですが，国際体

操連盟の渡辺会長も，この24位という順位をどのよ
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を運んで，パラのスポーツを知るということが大事だ

なということを感じさせていただきました．

実際にパラの競技を見させていただいて，当然，入

場料等はただではありますけれども，お客さんの客層

ですとか，実際の競技運営とか，どのような形の配慮

が必要なのかということをボッチャのスポーツマネー

ジャーなどに説明を受けて，ああ，このような視点で

やるんだということを感じることで，私自身も，パラ

はどうしたらいいのかな，パラをどうやってこの先，

生かしていいのかなということを感じることができま

した．

おとといの会議でちょっと話を聞いたのですけれど

も，オリンピックがやはり注目を集めて，放送局が

入って，放送局が非常に莫大なお金をかけてオリン

ピックをサポートしていますので，当然，お金も出す

けれども口をすごく挟んできます．一方，パラについ

ては，スポンサーボードを立てたりとかビジネス営業

の機会がありますし，放送のほうもお金を出さない

分，あまり口も出さないというようなスタンスで動く

ということを初めて知りました．このように実際にオ

リンピック・パラリンピックという組織委員会の中

で，体操は残念ながらパラリンピックという種別があ

りませんので，私の契約はオリンピックで終了となる

のですけれども，今回の機会で，まったく自分の中に

はあまりなかったパラリンピックをどういうふうに生

かそうかということの考えが芽生えました．

3つ目として，多くの種目があるということでの運

営の難しさというものも感じました．私は2011年の

世界体操競技選手権というのを東京で開催したときの

組織委員会にも入っていたのですが，通常であれば体

操だけですので，実行委員長がいて，その人を取り巻

くいろいろな役割の人たちをこのような形で集めて1

つのチームにして行えば，それで大会は成功を収める

ことができました．

一方で，これをスポーツ種目33，パラで22，それ

ぞれの競技が行いますと，その足並み調整を誰がとる

のかということが非常に大きな問題になりますので，

現在，縦割りの状況でやっています．それぞれの部署

が，どういう問題があるのかということを，いろいろ

なスポーツ種目で検証していったほうが非常に効率化

が図れるからです．ただ，これによりまして，いわば

私が今，スポーツマネージャーという置かれている立

加わることになりました．

このように非常に多くのスポーツ種目があるという

ことで，組織委員会で働いていますけれども，もうあ

とわずか残りの時間で，本当にオリンピックというも

のを全体的に考えていけるのかなと思ったら，とても

現状ではもう体操で責任を負うのでいっぱいいっぱい

になっていまして，他のところまで目配りができない

というのが現状です．

2つ目の感じたことは，パラリンピックについてで

す．それまで僕自身は，国内でパラリンピックの試合

を見にいったことがありませんでした．ただスポーツ

マネージャーになりまして，初めて私たちの，今建築

中なのですけれども，有明体操競技場というところで

行われているオリンピックが終わった後のパラリン

ピックは，ボッチャがそのスポーツをやるということ

が決まっていまして，そのボッチャのスポーツマネー

ジャーと非常にいろいろ話す機会がありまして，国内

で国際大会があるからということで，その大会を見に

いくことができました．

ボッチャというのも皆さん，知らない人も多いと思

いますが，カーリングのように的があって，そこにど

れだけ近付けられるのかということを競うものなので

すけれども，特にパラリンピックの中でも非常に障が

い度の高い人たちが行うスポーツ種目になっていま

す．これらなんかも私自身がペーパーで見ることは

あっても，それを実際に生で見るという行動まで起こ

さなかったのですが，スポーツマネージャーになるこ

とによって，ましてや同じ会場でやるパラスポーツと

いうことになりまして，実際に足を運ぶことができま

した．

足を運ぶというきっかけになったのは，とにかく組

織委員会内で行われる全体会議というのが月に 1～2

度行われるのですが，その際，話に出るのが，どうし

てもオリンピック中心になります．オリンピックのほ

うが先に行われますし，当然なのですけれども，毎

回，パラはどうなのですかということで，パラのス

ポーツマネージャーのほうから質問が出ますと，それ

は次に考えますという話になります．機会は確かにオ

リンピックが先で，その後，パラリンピックが行われ

てはいるのですけれども，どうしてもパラのほうが，

組織委員会内でもちょっと温度差があるのじゃないか

なということを感じて，やっぱりまずは自分自身で足
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まして承認を得た上で，組織委員会に提案をしまし

た．それについては，理事会のときは，日本体操協会

はメディアに公開なので，翌日の新聞では，内村選手

をかばうための方策で追い風なんじゃないかというこ

とで，ニュース記事になりました．これについては，

ちょっと組織委員会内部でもまだ決まっていないこと

なので，こういうような記事になることは，できるだ

けないようにしてもらいたいということで注意を受け

たのですけれども，その翌日です，内村選手がツイー

トでコメントをしてくれました．「予選，団体決勝，

個人総合決勝と，この 3つを 6種目やったのは，過去

4年で多分，世界では僕だけです．肉体と精神を最強

に酷使します．フルマラソンしながらけん玉でミスら

ずに 5日中，3日やれと言われたら嫌ですよね．それ

ぐらい過酷なのです」というツイートをしてくれまし

た．

私自身にもそれは追い風で，世界チャンピオンであ

る内村選手がそういうようなコメントを配信してくれ

たことを，国際体操連盟に理解を求めるためにお話を

したところ，もちろん，それはいいアイデアというこ

とは私たちも理解はしているということを言っていた

だきました．ただ，やはり放送局については，他のス

ポーツ種目との調整というものがあるから，こうじゃ

なきゃいけないという強引な形にはしないようにとい

うことを言われました．結果的に，オリンピックに対

して最もお金を出している放送局に対して，国際体操

連盟の渡辺会長のほうから，なぜこの日程では駄目な

のかという質問を出していただきました．残念ながら

放送局からの回答は，土曜日に女子の個人総合の決勝

をやるなんて絶対にやめてくれと．そこには，スー

パーサタデーという考えが存在していました．毎回，

オリンピックが始まる曜日はすでに決まっていて，開

会式が金曜日に行われる日程で，ここ何回かの大会は

進められています．いろいろな種目で，この中にある

土曜日というものが決勝ですとか，目玉の競技が目白

押しになっていてスーパーサタデーと呼ばれ，体操が

今まで，スーパーサタデーを避けてやってきてくれた

おかげで，視聴率の部分で非常に大きな数字を取るこ

とができるという内容でした．この回答に対しまし

て，これ以上は逆らえないだろうという話の結論を出

しまして，結局，元の予定に戻して計画を進めようと

いうことになりました．

場は実行委員長なのですけれども，どうしても目配り

が行き届きません．それぞれでどこまで進捗している

のか知りたいのですがわからないため，それがなかな

か自分で実感できない．これは多分，社会のいろいろ

な組織で同じような問題になっていて，組織が大きく

なればなるほど抱える問題かと思いますが，それを非

常に実感しております．組織が大きいと運営が難しい

ということです．

先日ようやく，会場のキックオフミーティングが行

われました．今まで全体でやっていたものについては

会場ごとに行うということになり，3つに大きく分か

れることになりまして，体操は有明で行われますの

で，ベイゾーンというチームで行うことになりまし

た．最初はコンパクトなオリンピックということで，

すべて東京近郊でオリンピックを招致しましたが，実

際に運営のことをいろいろと見直していくと，やはり

他県も協力してもらわないとなかなか運営は難しいと

いうことになりまして，今，いろいろな県にも広がり

をみせています．ただ，東京のオリンピックなのだか

らうちはお金を出さないなどという財政負担の問題が

メディアに取り上げられて大きな問題になっています

が，組織としては非常に大きくて複雑で難しく，なか

なか専門的に特化した形で動きづらかったので，よう

やく会場別になって，これから進んでいくのかなとい

う感じを受けています．

4つ目，オリンピックブロードキャストサービスと

いうところ，つまりテレビ局のことですが，そこから

は強い要望が出てきます．これは，この間，妥協して

しまった，私の提案した体操の試合日程なのですけれ

ども，過去大会のものがルーティン化されていまし

て，現在では開会式が終わった翌日から予選が行われ

て，男子予選，女子の予選を次の日にやって，その後

が男子団体決勝，次の日に女子の団体決勝，そして男

子の個人総合，女子の個人総合，それで 2日間，トラ

ンポリンの試合をやった後に種目別決勝という形で，

この 2年間行われてきました．あまりにも，これで

は，男子全6種目をやる選手が，1日おきで競技をし

なければいけないということで，6種目やって 1日休

んで 6種目やって，その後にトランポリンの競技を入

れたら個人総合において最高のパフォーマンスが見ら

れるのではないかと思って提案することになりまし

た．これは，まずは日本体操協会の理事会に提案をし



1132020年の東京オリンピック・パラリンピックは日本に何をもたらすのか

ついても，今，社会が非常に安定していますので，そ

の中で，どのような形でボランティアを確保していく

のか，これも私自身の大きな悩みになっています．や

りたいと思っている人はいると思うのですが，いま

だ，どのような形でボランティアを募集するのかとい

うことが，公開されていませんよね．私自身も，ボラ

ンティア集めはもう 1月から準備を始めていまして，

何とかやはり体操の競技の運営には体操の関係のボラ

ンティアを集めたほうが，効率がいいということは，

分かっていますので，どのような形でそういう人たち

を手に入れるのか．今のところ，そのボランティアと

いうのは，すべて平等に一般に公開をして手に入れる

という方針が組織委員会内に出ていまして，これは

IOCも裏で適当にボランティアを集めるということが

ないようにということで言われていまして，非常に情

報公開をすることが難しい状況にあります．ただその

中でも，うまくボランティアを集めて，そのボラン

ティアがまたその先につながるような経験をさせてあ

げたいということを思っています．

多様性と調和．これについては，多くの国際的な世

界中の人たちが，わずか16日間の大会，それからパ

ラの大会，その決められた期間の中で集まってきます

けれども，その中で，どれだけ東京に来た人たちに，

日本の人たちが関わりを持つのか．声を大きく言いた

いことは，日本人は，やはり会話を通じて，日本以外

の海外の方と交流を取るというのが，島国のために苦

手な人たちが多い気がします．今，世界中の人がイン

ターネットによって英語を使える人たちが一気に，世

界中に広がりましたので，最低でも英語で交流が取れ

るというのは，これからの若い人たちはもう必須に

なっていると思います．それは今からでも，今この日

からでも，しっかりとブラッシュアップをして，それ

が使えるような形に生かしていくことというのは，と

ても大事なんじゃないかなというふうに感じていま

す．

未来への継承という形で，この先，今本当に考えて

いる最中なのですが，具体的に今自分が一生懸命これ

は取り組めないのかなというふうに思っていること

が，チケットの仕組みをオリンピックで作って，すべ

ての種目を見るときには，同じ方法でチケットを買う

ような形の仕組みを作ります．ただ，それはもうオ

リ・パラが終わってしまえば使わなくなるのですけれ

今，アメリカの 4大プロスポーツといわれているも

のが，このようなタームで行われていまして，やはり

空白の期間というのが 7月，8月にあって，何でこの

暑いときに東京でオリンピックをやらなければいけな

いのか，疑問に思っている方も多くいると思うのです

が，これは非常に大きな力を持っているテレビの放送

局の影響があるということを実感させていただきまし

た．今後，このような事情とどう向き合っていくのか

ということが，われわれに課されている課題なのかな

ということを感じています．

最後になりますけれども，じゃあ東京オリンピック

で何を残せるのかということを，私自身も考えていま

す．基本的に今，東京オリンピックの組織委員会で

は，大会のビジョンというものを公開しております．

ここには，こういうビジョンとかいうものは格好よく

作るというのが一般的になっていて聞き流す人が多い

とは思うのですが，私自身は，このビジョンというも

のを，やはりぶれずに，そのままそれをどういうふう

に実現したらいいのかということが大会成功につなが

りますし，大会の後のものにつながっていくのではな

いかというふうに感じています．

3つの基本的なコンセプトが，その中に含まれてい

まして，まずは自己ベスト，全員が，という形がポイ

ントになっています．私自身が一番やはり心配してい

るのが，選手がもちろんいい形でやるということなの

ですが，それを支える運営のスタッフ全員が，やっぱ

り自己ベスト，最高のもので対応しなければやはり成

功というのがないのかなと．ただ，今の東京では人は

多いですけれども，なかなか横のつながりだとかがな

くて，隣の人も無関心というような状況ですので，ど

のような形でみんなが一生懸命，自分の最高を目指そ

うというふうになるのかなということが，鍵になって

いくのかなというふうに感じています．

世界最高水準のテクノロジーを駆使する点につい

て．本当に数年前，スマートフォンなんかなかったの

ですが，今，スマートフォンでとても便利な世の中に

なりました．多分，それを活用すると，とんでもなく

便利な大会というのは運営できるのかなというふうに

感じていますが，一方で，そういったものに依存して

しまいますと，いろいろな弊害も出てしまうのではな

いかなということを私自身は感じています．

ボランティアについてでこのボランティアの精神に
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討する部署がありませんので，私自身が 1つのスポー

ツ，体操というのを責任持って運営する中で，ぜひそ

ういったような，ちょっと別のアプローチを考えて

やって実践ができるような形にもっていければなとい

うふうに考えています．

内容はほぼ私自身，こういう状況で進めています

が，多分これからも，まだまだ課題は生まれてくると

思います．ただ，それらを解決し，ぜひ成功に向けて

は皆さんのいろいろな知恵があれば，お聞きしながら

進めていければと思っています．

ども，せっかくだったら，これからのスポーツを考え

ていけば，どのスポーツを見るにも同じ方法でチケッ

トを取れるようになれば，もしかしたら他のスポーツ

種目にも足を運ぶというようになるのじゃないかとい

うことを感じています．あるいは余分なコストがない

種目については，アナログでまだチケット販売をして

いたりというような競技団体もいるかもしれません

が，そういったところも，全部同じような形で効率を

図っていけば，その先にまたつながっていって，ス

ポーツ界の発展に寄与するのではないかなという考え

を持っていたり．ただ，それを今，組織委員会内で検




